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お知らせ お知らせ

高幡租税債権管理機構及び土佐市、佐川町、高知県中央西県税事務所からのお知らせ

税金滞納で差し押さえた不動産 9 物件を公売します！
公売とは

「公売」とは、滞納税に充てるために差押えた財産を売却することです。具体的には、公売会場において見積価額以上の金額を入札していただき、最高
価額の入札者に売却していくもので、裁判所の行っている競売に類したものです。

高幡租税債権管理機構及び土佐市、佐川町、高知県中央西県税事務所の方針
行政サービスを支える財源の確保に向けて、差押えした財産は、随時、公売を行って税収に充てています。滞納の解消、税収確保のために多くの皆さ
んの参加をお待ちしています。

不動産合同公売会

日時 ▲ ▲  令和 3 年 10 月 18 日（月）　開場 ▲ ▲  13 時 30 分　入札 ▲ ▲  14 時～	
会場 ▲ ▲  須崎市総合保健福祉センター 2Ｆ会議室

　今回は、高幡租税債権管理機構、管内の市町及び高知県中央西県税事務所との合同公売会の形式で、宅地、雑種地、農用地などを売却します。
　なお、公売物件の所在地は、土佐市、佐川町、四万十町になります。

公売物件一覧

番号 出品団体 所在地
地目・ 
種類等

登記地積 登記床面積 登記床面積 見積価額 保証金 指定の状況
農振法 備考

(㎡ ) 1 階 (㎡ ) 1 階以外
(㎡ ) （千円） （千円） 都計法

1 土佐市 土佐市 出間丁田 田 1,352.00 - - 980 98 非線引区域 農用地 借受人有

2 佐川町 佐川町 字椋ｹ休場丙 雑 131.00 - - 1,358 140 非線引区域 -

3 高知県 土佐市 宇佐町宇佐字夜明 宅地・居宅 132.56 65.70 52.03 954 100 非線引区域 - 占有者有

4 高幡機構 土佐市 宇佐町宇佐字橋田 宅地・居宅 158.67 51.51 15.52 180 不要 非線引区域 -

5 土佐市 中島西大垣 宅地・居宅 915.70 71.02 27.08 1,300 150 非線引区域 -

6 四万十町 茂串町 宅地 99.00 - - 1,750 200 非線引区域 - 借地者有

7 四万十町 高野字サクラ谷 田 4,312.00 - - 176 不要 - 農用地 耕作者有

8 四万十町 高野字桜谷 田 2,013.00 - - 146 不要 - 農用地 耕作者有

9 四万十町 高野字岡屋敷 田 1,662.00 - - 441 不要 - 農用地 耕作者有

◆滞納整理状況等によって、出品物件の公売が中止になる場合がありますのでご了承ください。
◆公売や物件の詳細は、高幡租税債権管理機構のホームページの閲覧もしくは下記連絡先にお尋ねください。
◆公売物件の「現地案内」は、個別に対応しますので、出品団体にお問い合わせ下さい。

入札に必要なもの
◆公売保証金は、上記公売物件一覧の保証金欄へ金額記載のある物件に限り必要（現金納付に限る）
◆身分証明書 ( 免許証、パスポート等の顔写真のある証明書類 )
◆法人の場合は、登記事項証明書及び代表権を有する者以外が入札する場合は委任状が必要
◆委任状（代理人が入札に参加する場合のみ必要書類は高幡租税債権管理機構ホームページからダウンロードをお願いします。）
◆印鑑（認印で可）
◆陳述書（様式等は、高幡租税債権管理機構ホームページからダウンロード下さい。）
※「農用地」の入札を行う場合は、物件所在地の農業委員会が発行する「買受適格証明書」が必要です。
◆物件所在地以外の市町村に居住の方は、事前に居住地の農業委員会で手続き等をお問い合わせ下さい。

■買受適格証明書の申請期限及びお問合わせ
◆土佐市農業委員会	 令和 3年 9月 10日	　

((088-852-7738
◆四万十町農業委員会	 令和 3年 9月 10日	　 ((0880-22-3114

注意事項
◆保証金納付期限     令和 3 年 10 月 18 日（月）14 時（見積価格が 50 万円を超える場合は、10％以上の額と定められています。）
◆売却決定日   令和 3 年 11 月 8 日（月）10 時 （但し法令に基づく調査嘱託の結果が明らかでないときは延長されます）
◆所有権移転登記　費用負担と住民票等の提出を条件として、執行機関が代行することができます。

■公売物件に関するお問合わせ
◆高幡租税債権管理機構	 須崎市山手町 1-7	 ((0889-40-0911
◆佐川町税務課 収納管理室	 佐川町甲１６５０－２	 ((0889-22-7703
◆土佐市役所税務課	 土佐市高岡町甲 2017-1	 ((088-852-7629
◆高知県中央西県税事務所納税課	 高知市丸の内 1-7-52	 ((088-821-4952

行政のサービスは、皆さんの税金で支えられています！
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お知らせ健 康 広 場

健康診査・がん検診

健診・相談 日　付 時　間 場　所 お問い合わせ

赤ちゃん相談 9/1（水） 13:30 〜16:00 窪川地域子育て支援センター 健康福祉課((

22-31153 歳６か月児健診 8/25（水） 対象者に個別通知 四万十町役場東庁舎

乳幼児健診 8/31（火） 対象者に個別通知 大正健康管理センター

大正町民生活課((

27-0112
十和町民生活課((

28-5112

母乳相談
8/19（木）

9:30 〜11:30
十和地域子育て支援センター 十和町民生活課((

28-5112
大正町民生活課((

27-01129/14（火） 大正地域子育て支援センター

24時間年中無休無料 ▶健康・医療・介護・育児相談
▶医療機関情報の提供しまんと健康ホットライン ☎0120-788-410

子育て通信

工　事　名　など 工事場所など 落札業者名 契約金額　（円） 入札日 工    期
令和 3 年度　道メ補　第 1-1-1 号 
管井橋橋梁修繕設計委託業務 窪川中津川 ㈲高南技術コンサルタント 6,490,000 6／ 3 6／9 ～ 3／ 31

令和 3 年度　道メ補　第 1-1-2 号 
双津の川橋橋梁修繕設計委託業務 影野 ㈲高南技術コンサルタント 7,040,000 6／ 3 6／9 ～ 3／ 31

令和 3 年度　道メ補　第 1-1-3 号 
烏手 1 号橋橋梁修繕設計委託業務 烏手 ㈲高南技術コンサルタント 5,170,000 6／ 3 6／9 ～ 3／ 31

令和 3 年度　道メ補　第 1-1-4 号 
赤岩橋橋梁修繕設計委託業務 木屋ヶ内 ㈲高南技術コンサルタント 7,920,000 6／ 3 6／9 ～ 3／ 31

令和 3 年度　道メ補　第 1-1-5 号 
中津川大橋橋梁修繕設計委託業務 大正中津川 構営技術コンサルタント㈱ 9,240,000 6／ 3 6／9 ～ 3／ 31

令和 3 年度　道メ補　第 1-1-6 号 
下藤蔵橋橋梁修繕設計委託業務 下津井 ㈱第一コンサルタンツ 7,095,000 6／ 3 6／9 ～ 3／ 31

令和 3 年度　道メ補　第 1-1-7 号 
下道下津井 1 号橋橋梁修繕設計委託業務 下道 ㈱アンプル 7,205,000 6／ 3 6／9 ～ 3／ 31

令和 3 年度　道メ補　第 1-1-8 号 
垣添橋橋梁修繕設計委託業務 床鍋 ㈱拓新技術コンサルタント 7,315,000 6／ 3 6／9 ～ 3／ 31

令和 3 年度　漁港委　第 1 号 
志和漁港海岸現況調査委託業務 志和 ㈱荒谷建設コンサルタント 

高知支店 2,794,000 6／ 3 6／9 ～ 8／ 31

令和 3 年度　災害　第 1-28 号 
八千数地区　がけくずれ住家防災対策工事 八千数 ㈲武市建設 6,600,000 6／ 24 7／1 ～11／ 30

令和 3 年度　災害　第 1-27 号 
南川口地区　がけくずれ住家防災対策工事 南川口 ㈲山崎建設 2,530,000 6／ 24 7／1 ～11／ 29

令和 3 年度　予防　第 1-29 号 
根々崎地区　がけくずれ住家防災対策工事 根々崎 ㈲谷脇興業 3,135,000 6／ 24 7／1 ～11／ 29

令和 3 年度　道メ補第 1-2-1 号 
折合 2 号橋橋梁修繕設計委託業務 折合 ㈲高南技術コンサルタント 4,290,000 6／ 24 7／1 ～ 3／ 31

令和 3 年度　道メ補第 1-2-2 号 
呉石元橋橋梁修繕設計委託業務 興津 ㈲高南技術コンサルタント 4,510,000 6／ 24 7／1 ～ 3／ 31

令和 3 年度　道メ補第 1-2-3 号 
市ノ又口橋橋梁修繕設計委託業務 相去 構営技術コンサルタント㈱ 6,424,000 6／ 24 7／1 ～ 3／ 31

令和 3 年度　道メ補第 1-2-4 号 
ナカマ橋橋梁修繕設計委託業務 相去 ㈱ワタリコンサルタント 6,039,000 6／ 24 7／1 ～ 3／ 31

令和 3 年度　道メ補第 1-2-5 号 
松ノダバ橋橋梁修繕設計委託業務 希ノ川 ㈱第一コンサルタンツ 5,060,000 6／ 24 7／1 ～ 3／ 31

令和 3 年度　道メ補第 1-2-6 号 
成川橋橋梁修繕設計委託業務 大正中津川 ㈲高南技術コンサルタント 6,930,000 6／ 24 7／1 ～ 3／ 31

令和 3 年度　道メ補第 1-2-7 号 
赤良木橋橋梁修繕設計委託業務 木屋ヶ内 テクノウェーブ㈱ 8,888,000 6／ 24 7／1 ～ 3／ 31

令和３年度　入　札　結　果　（令和３年６月実施分）

※　この入札結果は、予定価格 250 万円以上の工事・委託業務についてのみ公表しています。　契約金額は、消費税込みの金額。

内　容 日　付 時　間 場　所 お問い合わせ

子宮頸がん・乳がん検診

8/19（木）

8:30 〜10:30
（受付時間） 興津町民館

健康福祉課((

22-3115

13:30 〜15:30
（受付時間） 四万十町役場東庁舎

8/20（金）

9:00 〜11:00
（受付時間） 東又地区基幹集落センター13:00 〜15:30
（受付時間）

8/23（月）

9:00 〜10:30
（受付時間） 仁井田町民会館

13:30 〜15:00
（受付時間） 影野町民会館

9/7（火）

8:00 〜 9:30
（受付時間） 大正北ノ川多目的集会所

大正町民生活課((

27-0112
10:30 〜11:00

（受付時間） 打井川地域づくりセンター

子宮頸がん検診 9/7（火） 14:00 〜14:30
（受付時間） 下津井体育館

結核・肺がん、胃がん、大腸がん、
特定健診（後期高齢者健診）

9/2（木） 8:30 〜 9:30
（受付時間） 十和隣保館 十和町民生活課((

28-51129/3（金） 8:30 〜 9:30
（受付時間） 十和地域振興局

9/9（木） 8:30 〜10:00
（受付時間） 大正北ノ川多目的集会所 大正町民生活課((

27-01129/10（金） 8:30 〜 9:30
（受付時間） 下津井体育館

結核・肺がん、大腸がん、
特定健診（後期高齢者健診）

9/2（木） 13:30 〜14:00
（受付時間） 昭和地区基幹集落センター 十和町民生活課((

28-51129/3（金） 13:30 〜14:00
（受付時間） 井崎集会所

9/9（木） 13:30 〜14:00
（受付時間） 打井川地域づくりセンター 大正町民生活課((

27-01129/10（金） 13:30 〜14:00
（受付時間） 大奈路体育館
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▶行政相談…【窪川】行政相談員 森 英真 【大正・十和】行政相談員 山本 安弘
無料相談
（秘密厳守です。）

休日水道修理当番休日在宅当番医

今月の納期 

8/14（土） 宮脇水道 ((

22-1581

8/15（日） 高橋設備 ((

22-0662

8/21（土） 桑原水道 ((

22-1163

8/22（日） 横山水道設備 ((

22-3608

8/28（土） 岩本商店 ((

22-2716

8/29（日） 日化住宅機器 ((

22-0407

9/4（土） 宮脇水道 ((

22-1581

9/5（日） 高橋設備 ((

22-0662

9/11（土） 桑原水道 ((

22-1163

9/12（日） 横山水道設備 ((

22-3608

8/15（日） 大西病院 ((

22-1191

8/22（日）

くぼかわ病院 ((

22-1111
8/29（日）

9/5（日）

9/12（日）

大正診療所でも、休日・夜間の
急患の診療に対応しています。
必ず電話で確認 のうえ受診をお願いします。

((

27-0210

納期 内容 お問い合わせ先

8/31
（火）

町県民税（２期）
税務課((
22-3116国民健康保険税

（２期）

介護保険料（２期） 高齢者支援課((

22-3990
後期高齢者医療
保険料（２期）

町民課((

22-3117

内容 日時 場所 お問い合わせ先

人権相談【窪川】 9/1（水） 10:00～15:000
農村環境改善センター　２階
第１会議室

町民課((

22-3117

人権相談【大正】 9/9（木） 10:00～15:00 大正地域振興局　２階　小会議室 大正町民生活課((

27-0112

1日行政相談【窪川】 9/14（火） 10:00～15:00
農村環境改善センター　２階
第１会議室 総務課((

22-3111
1日行政相談【窪川】 10/12（火） 10:00～15:00

農村環境改善センター　２階
第１会議室

１日行政相談【大正】 10/12（火） 10:00～12:00 大正地域振興局　２階　応接室 大正地域振興局((

27-0111

１日行政相談【十和】 10/12（火） 13:00～15:00 十和地域振興局　２階　第２会議室 十和地域振興局((

28-5111

！ 休日水道修理当番は窪川地域のみです。
大正・十和地域の方は各地域振興局にお問い合わせください。

大正 地域振興課　



27-0111
十和 地域振興課　



28-5111
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Information Information

募 まちの情報広場
「募集」「イベント」「お知らせ」など
暮らしに役立つ情報をお届けします。

空き家情報募集中

　四万十町への移住定住促進と地域
活性化を図ることを目的として、賃貸・
売却を希望する空き家を募集していま
す。

▼募集する空き家
●大規模な修繕を必要としないこ

と。
●所有者があきらかであること。（相

続およびその他所有者以外の権
利の設定がある場合は、賃貸・
売却に関して関係者の承諾を得
られている物件）

※活用については個別に対応させ
ていただきます。

▼注意事項
　四万十町は空き家情報の紹介や、
必要な日程調整などは町で行いま
すが、物件の賃貸・売買に関する
交渉・契約などに関しての仲介は一
切行いません。
■お問い合わせ先
　にぎわい創出課　

((

２2-3281

募 町営住宅入居者募集

▼募集戸数：5 戸　

▼募集住宅
金上野団地・3LDK、昭和第 5 団地・
3LDK、大正新町団地・3DK、北ノ
川第１団地・3DK、昭和井ノ上団地・
1LDK

▼申込受付期限
　８月３１日（火）必着

▼必要な書類
入居申込書・住民票・完納証明・
所得を証明する書類

▼その他
①申し込みは１回の募集において１

世帯につき１通に限ります。
②入居資格、申し込み方法などに

ついては建設課までお問い合わ
せください。

▼申込書配布場所
建設課、大正・十和地域振興局、
興津出張所
■お問い合わせ先
　建設課　

((

２２-3120
i 「不審な電話や訪問」に注意

　全国各地で、「厚生労働省」、「日本
年金機構」、「委託業者」もしくは「社
会保険庁」などの職員と称して、現
金を詐取したり、銀行口座番号や家
族構成、預貯金額を聞くなど、不審
な電話や訪問があったなどというお問
い合わせがあります。
　また、年金関係の書籍を配達でき
ないなどと言って、運送会社を名乗り、
職業や会社名などの情報を入手しよう
とする電話があったというお問い合わ
せもあります。「日本年金機構ホーム
ページ」にこれまでに寄せられた「不
審な電話や訪問のケース」が紹介さ
れておりますので、ご参照ください。
なお、怪しいなどと感じましたら、お
近くの年金事務所または警察にご連
絡ください。
■お問い合わせ先
　高知西年金事務所
	

((

０88-875-1717
　町民課　　　　　　

((

２２-3117
　大正　町民生活課　

((

２７-0112
　十和　町民生活課　

((

２８-5112

i 児童扶養手当現況届の
提出をお忘れなく

　８月は児童扶養手当現況届の提出
月となっています。この届けにより、
11 月分以降の受給資格および手当額
の審査を行います。受給資格がある
方に通知しますので、受給資格者本
人が、町民課へ提出してください。
＊現況届が未提出の場合、県からの

手当の支給が差し止めとなる場合
があります。

＊６月末までに受給資格が認定された
方を対象とします。

▼提出期限：８月31日（火）

▼時　効
　現況届未提出のまま、２年を経過
すると時効が発生し『受給資格喪失』
となりますので、ご承知おきください。
■提出・お問い合わせ先
　町民課　　　　　　

((

２２-3117
　大正　町民生活課　

((

２７-0112
　十和　町民生活課　

((

２８-5112

●掛金は、インターネットを利用し
た電子申請での納付も可能です。

●事業主が変わっても退職金は企業
間を通算して計算されます。

建退共制度の特例措置のお知らせ
　建退共では、地震などにより災害
救助法が適用された皆さまに対し、
各種手続きの特例措置を実施して
います。

建退共から事業主の皆さまへのお願い
●共済証紙は、労働者の就労日数に応

じて適正に貼付してください。
　電子申請方式の場合は、労働者の

就労日数に応じて退職金ポイントを
適正に充当してください。

●「建設業退職金共済手帳」を所持し
ている労働者が、建設業界を引退す
るときは、忘れずに退職金を請求す
るよう指導してください。

　ホームページ「建退共」に、制度説
明用動画、Q＆A など建退共制度の
知りたい情報が記載されています。
　ぜひ、アクセスしてご覧ください。

　

■お問い合わせ先
　建退共高知県支部

　

((

０88-822-6181

i 建設現場で働く皆さまへ
建退共制度のご案内

　建退共制度は、中小企業退職金共
済法に基づき建設現場労働者の福祉
の増進と建設業を営む中小企業の振
興を目的として設立された退職金制度
です。
　この制度は、事業主の方々が、労
働者の働いた日数に応じて掛金とな
る共済証紙を共済手帳に貼り、その
労働者が建設業界で働くことをやめた
ときに建退共から退職金を支払うとい
う、いわば業界全体での退職金制度
です。

▼加入できる事業主
 建設業を営む方

▼対象となる労働者
　建設業の現場で働く人

▼掛　金：日額 310 円
　（令和３年 10 月から日額 320 円）

▼特　徴
●国の制度なので安全、確実、申

込手続は簡単です。
●経営事項審査で加点評価の対象

となります。
●掛金の一部を国が助成します。
●掛金は事業主負担となりますが、

法人は損金、個人では必要経費
として扱われ、税法上全額非課
税となります。

建退共ホームページ

▲

i 全国一斉「子どもの人権
１１０番」強化週間

　高知地方法務局と高知県人権擁護委
員連合会では、学校における「いじめ」
や家庭内における児童虐待など、子ど
もの人権問題解消に向け、下記のとお
り「子どもの人権１１０番」電話相談の
強化週間を実施します。期間中は相談
時間を延長するとともに、土・日も電
話相談をお受けします。また、児童・
生徒の皆さんが安心して相談できるよ
う、フリーダイヤルになっていますの
で、学校や家庭、友達関係の悩みごと
など、何でもご相談ください。

▼実施期間
　８月２７日（金）〜９月２日（木）

i 無料調停手続相談会の
ご案内

　調停とは、裁判所で行われ、国民
の皆さまが民事や家事のトラブルで
困ったときに、非公開で話し合いによ
る解決を基本として、手軽に、早く、
安く、またプライバシーも守られ、し
かも調停が成立すれば裁判による判
決と同一の効力が生じる制度です。
　無料調停相談会では、いろいろな
問題を、手軽に、早く、安く解決する
ために調停制度を活用する方法につ
いて相談に応じます。予約は不要で
すので、当日直接無料相談会場へマ
スクを着用してお越しください。なお、
新型コロナウイルスの感染状況により
相談会を中止する場合もあります。

▼相談内容
●民事問題…損害賠償（慰謝料、

交通事故など）、金銭貸借、立

▼受付時間：8:30〜 19:00
※ただし、土曜日・日曜日は 10:00

〜 17:00

▼開設場所
　高知地方法務局人権擁護課

※土・日は高松法務局人権擁護部

▼電話番号
　0120-007-110（フリーダイヤル）

※ＩＰ電話からは接続できません。

▼取扱内容
　いじめ、コロナ差別、ネットによ
る誹謗・中傷、体罰、児童虐待など
の子どもをめぐる人権問題

▼その他
　相談は無料、秘密は厳守します。
■お問い合わせ先
　高知地方法務局人権擁護課

　

((

０８８-822-3503

替金、建物明渡、家賃など
●家事問題…離婚、婚姻費用、財

産分与、面会交流、養育費、相続
（遺産分割）など

▼日　時
　９月３日（金）9：30 ～ 15：30
　（受付は 15：00 まで）
　９月24日（金）13：00～16：00
　(受付は15：30まで）

▼場　所
　高知県民文化ホール　１階
　第 11 多目的室

▼相談担当者
　民事・家事調停委員（弁護士調定
委員を含む）

▼主　催
　高知調停協会連合会
　高知地区調停協会
■お問い合わせ先
　高知調停協会連合会事務局
	

((

０88-872-7884
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募 四万十町教育委員会
職員募集

令和３年度 四万十町教育委員会
会計年度任用職員募集
　四万十町教育委員会では、下記のと
おりの会計年度任用職員を募集します。
　申し込みをされる場合は下記をご確
認のうえ行ってください。
　なお、この募集については、任用
をお約束するものではありませんの
で、ご了承ください。

募集する職種など

▼職　種
　JET プログラムコーディネーター

▼年　齢：制限なし

▼勤務日・勤務時間など
　週 5 日 8：30 ～ 16：30
　時給：1,201 円～ 1,287 円

▼業務内容 ･要件など
外国語指導助手の学校などへの派
遣の調整や生活支援など

▼採用予定人数：１名

▼応募資格
●学校教育や英語教育に理解のあ

る方で一般的な事務処理（日本
語による）やパソコン（文書作成、
表計算ソフト）を操作できる方

●英語能力（TOEIC レベル B：ス
コア 730 ～ 860 点程度、英検
準１級程度）を有する方

▼手　当
●期末手当：支給基準日に在籍して

いる方に対して、勤務期間に応じ
た手当を支給します。

●通勤手当：一定の距離以上の通勤
を対象として、支給します。

●その他、時間外勤務手当など：職
務内容・勤務時間により、対象と
なる手当を支給します。

▼申込方法
　教育委員会、大正・十和各地域
振興局町民生活課に備え付けの申
込書・履歴書に必要事項を記入し、
資格などを確認できる免許などの写
しを添付のうえ提出してください。
運転免許取得者は、その写しも添
付してください。四万十町のホーム
ページにも掲載していますので、ご
利用ください。

＊履歴書の職歴については、本町での
職歴（旧町村の職歴を含む）を、特
に詳細に記載ください。

▼受付期間：８月１２日（木）～３１日（火）
　 （土・日・祝日などの閉庁日を除きます）

▼受付時間：８：３０～１７：１５
　（１２：００～１３：００の時間を除く）

▼面接日時
　令和３年９月中旬を予定（該当者
へは別途通知します）

▼登録名簿の有効期間
　令和３年１０月１日～令和４年３月３１日

▼任用期間
　令和３年１０月１日～
　令和４年３月３１日まで
■提出・お問い合わせ先
　四万十町教育委員会　

((

２２-２５９４



Event

　全国の高校生が熱戦を繰り広げる、
まんが甲子園。
　第１回～第２７回までの最優秀作品と
2019 年度開催の第 28 回入選作品を
展示します。

▼開催期間
　9月11日（土）～10月30日（土）

▼入館料：無料

▼休館日：月曜日・祝日
　　　　  ※最終日は 16:00 まで
■お問い合わせ先
　四万十町立美術館　

((

２２－5000

　四万十町立図書館の本の検索をお持
ちのパソコンやスマートフォンからでき
ます。
　インターネットで「四万十町立図
書館　蔵書検索」で検索いただくと、
四万十町立図書館のサイトにアクセス
できます。
　図書館の開館状況や新着リストも見
ることができますので、ぜひお気軽に
アクセスしてください。
　お一人2週間まで10冊借りられま
す。皆さまの来館をお待ちしています。

まんが甲子園
歴代入賞作品展

お家から図書館の本を
検索できます

▲スマートフォン検索画面

i

i

i

i

　10 月 1 日から 3 か月間、JR グルー
プ 6 社および旅行会社の協力を得て、
地元自治体や観光関係団体などが協力
して全国から四国への観光客誘客と地
域の活性化を目的とした国内最大級の
観光キャンペーンを開催します。
　期間中には、四国が誇る自然美をは
じめ、多くの観光素材など〝四国の魅
力〟を提案・発信します。「四国に来て
良かった。」「四国にまた行きたい。」と
思っていただけるキャンペーンにするた
めにも、お越しになるお客様への「お
もてなし」などにつきまして、皆さま
のご理解とご協力をよろしくお願い
します。

▼開催期間
　10月1日（金）～12月31日（金）
■お問い合わせ先

四国デスティネーションキャンペーン
推進委員会事務局

（一社）四国ツーリズム創造機構

((

０８7-813-0432

　世界観客動員数 800 万人超え！世界
的和太鼓パフォーマンス集団「DRUM 
TAO」が四万十町にやってくる！

▼開催日時
　9月23日（祝・木）
　① 13:30　② 18:30　※ 2 回公演

▼開催場所
　窪川四万十会館ホール
■お問い合わせ先

窪川四万十会館　

((

２2-4777

　ガイドツアーやトークショーに参加し
てヤイロチョウが生息する森の特徴に
ついて専門家から学んでみませんか？
オンラインでの参加も可能です。

▼開催日時
　動植物ガイドツアー
　８月15日（日）10：00～12：00
　ヤイロチョウと森を語るトークショー
　８月16日（月）12：50～15：00

▼開催場所
　四万十ヤイロチョウの森
　ネイチャーセンター内
■お問い合わせ先

((

０50-8800-2816（担当：大谷）
※郵便、FAX、メールなどでご送付

お願いします
※オンラインでも参加できます。

　演劇ワークショップを行います。一
緒に舞台を作りませんか？

▼参加費： 無料（小学生対象）
　出演者スタッフ募集中！

▼開催日時・場所
　８月２1日（土）15:00～16：30
　窪川四万十会館　多目的室
　８月２２日（日）10:00～11：30
　きらら大正　会議室
　８月２２日（日）15:00～16：30
　四万十町コミュニティとおわホール
■お申し込み・お問い合わせ先

((

０80-1998-9007（吉岡）
※平日昼間は繋がりにくい場合がご

ざいますが折り返しお電話させて
いただきます。

四国デスティネーション
キャンペーン（DC）開催

DRUM TAO BEST 
LIVE 2021

ヤイロチョウの日
記念イベント

四万十町演劇活性化事業　
銀河鉄道の夜

岡地区文化財愛護活動表彰受賞
幡 多 神 楽 保 存 会 の 皆 さ ま

幡子ども会親善ソフトボール大会
高 南・ 土 佐 Ｓ Ｂ Ｃ が 優 勝

川 地 域 気 象 観 測 所
気 象 庁 感 謝 状 授 与
30 年 以 上 観 測 業 務 に 貢 献！

陽工業株式会社より寄贈
感 染 症 対 策 用 防 護 服 10 着

高

高

窪太

　この度、幡多神楽保存会が文化財の伝承・継承等に
寄与されている団体として、高岡地区文化財愛護活動
表彰を受賞しました。幡多神楽は十和地域では『大神楽』
と呼ばれ、五穀豊穣、氏子繁栄を祈り、新築などの祝
事に舞われ、昭和 55 年には“土佐の神楽”の一つとし
て国の重要無形民俗文化財に指定されました。現在ま
で約 167 年の歴史を持つこの神楽を後世に繋げて行く
ため、昭和 30 年代後半に旧十和村有志により幡多神
楽保存会が発足し、現在１３名の会員の方たちが伝承・
継承に努めています。今回その功績が称えられ受賞し
ました。

　第 71 回法務省主唱“社会を明るくする運動”の一環
として行われた四万十町社会を明るくする運動実施委員
会主催の第６１回高幡子ども会親善ソフトボール大会が関
係団体各位の協力により、７月２５日、四万十町窪川運動
場多目的グラウンドで開催されました。県下各地域から８
チーム（１１４名）が参加しました。開会式では四万十ワ
イルドボーイズ　宮本　來蒼　主将の力強い選手宣誓の
後、熱戦が繰り広げられました。朝から猛暑となりました
が、暑さに負けず選手たちは一生懸命汗を流しながら試
合をしていました。決勝戦は高南・土佐 SBC 対東津野ス
ポーツ少年団が優勝を掛けての対戦で、高南・土佐 SBC
が、見事優勝を飾りました。

優　勝　　高南・土佐 SBC　　　
準優勝　　東津野スポーツ少年団
３　位　　四万十ワイルドボーイズ・池川子ども会

　新開町に設置しているアメダス（自動気象データ収集
システム）による観測業務に四万十町が長年に渡り協力
してきたことから、気象庁より感謝状を授与されました。
アメダスは 1992 年２月より窪川地域気象観測所として
設置され、高知地方気象台から窪川町時代に委託を受
け、管理補助を行ってきました。今回の授与は、設置か
ら 30 年が経過し、その功績が認められたものです。

　7 月 7 日に、太陽工業株式会社より新型コロナウイル
ス感染症対策として、電動ファン付防護服を 10 着寄贈
していただきました。この防護服は、新型コロナウイル
ス感染症の影響により、医療機関や介護施設でのお見
舞いも制限されているような状況を受け、開発した防護
服となっています。今後、町内の医療機関や介護施設
等への活用を検討しています。

結　果
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19 歳 、 未 来 が 動 き 出 す 。

12
2 0 2 1 . 0 8

［お問い合わせ先］ 
 企画課広報情報係　



22-3124

四万十町HP▶分類で探す▶その他▶
『四万十町通信すくすくコーナー募集！！』

野中　靖春 くん
のなか やすはる

令和3年3月生まれ

すくすくと元気に大きくなってね。

（靖弘・優より）

北琴平町
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の
頃
か
ら
、
ピ
ア
ノ
が
好
き
で
、

た
だ
ピ
ア
ノ
が
弾
き
た
い
と
い
う
自
然

な
気
持
ち
の
通
り
に
歩
ん
で
き
た
山
中

さ
ん
で
す
が
、
高
校
に
入
っ
て
か
ら
は

高
知
市
内
の
先
生
の
も
と
へ
定
期
的
に

通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
県
外
の
先

生
の
と
こ
ろ
へ
も
行
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
音
大
受
験
。
音
大
受
験
に
は
、
音

楽
の
歴
史
や
楽
典
（
音
楽
の
基
礎
的
理

論
）
は
も
ち
ろ
ん
、
歌
の
試
験
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
を
ク
リ
ア
し
て
目
指
す

大
学
に
合
格
。

　
大
学
生
の
頃
は
、
音
楽
療
法
士
に
な

る
こ
と
も
考
え
た
山
中
さ
ん
で
し
た

が
、
当
時
、
国
内
で
は
ま
だ
音
楽
療
法

士
へ
の
学
習
環
境
が
整
備
さ
れ
て
お
ら

ず
、
英
語
で
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
領
域

が
多
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。「
私
、
も

の
す
ご
く
英
語
が
苦
手
だ
っ
た
ん
で
す

よ
（
笑
）」
卒
業
後
、
さ
ら
に
音
楽
の

勉
強
を
続
け
た
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、

家
庭
の
事
情
も
あ
っ
て
帰
郷
。「
普
通

に
就
職
し
ま
し
た
」
と
ご
本
人
。
そ
の

後
、
医
療
事
務
な
ど
の
仕
事
に
つ
き
、

結
婚
を
機
に
四
万
十
町
へ
。
現
在
は
、

町
内
で
働
き
な
が
ら
、
お
二
人
の
娘
さ

ん
を
育
て
る
お
母
さ
ん
。
音
を
楽
し
む

お
母
さ
ん
。
ピ
ア
ノ
を
楽
し
む
お
母
さ

ん
。

　
娘
さ
ん
と
の
連
弾
や
、
ホ
ー
ム
パ
ー

テ
ィ
ー
で
弾
い
た
り
す
る
の
が
と
て
も

楽
し
い
と
い
う
山
中
さ
ん
。
2
年
ほ
ど

前
の
あ
る
発
表
会
で
の
こ
と
。
当
時
小

学
4
年
生
だ
っ
た
娘
さ
ん
と
連
弾
を
し

た
時
「
弾
い
て
い
る
時
は
集
中
し
て
い

た
の
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

通
常
、
演
奏
が
終
わ
っ
て
か
ら
起
こ
る

拍
手
が
、
演
奏
中
に
沸
き
起
こ
っ
た
と

い
う
こ
と
を
後
か
ら
聞
い
て
驚
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
確
か
に
、
す
ご
く

楽
し
く
弾
い
て
い
ま
し
た
」

　
音
楽
の
あ
る
暮
ら
し
を
送
っ
て
い
き

た
い
と
い
う
山
中
さ
ん
。
音
楽
っ
て
、

音
を
楽
し
む
こ
と
な
ん
だ
な
ぁ
と
、
あ

ら
た
め
て
思
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

音
楽
が
生
活
の
中
に
あ
る
と
い
う
喜
び

山
や ま な か

中  希
のぞみ

さん

医
　
骨
の
強
度
が
低
下
し
て
、
骨
折
し
や
す
く
な
る
骨
の
病
気
を
「
骨

粗
し
ょ
う
症
」
と
い
い
ま
す
。
骨
粗
し
ょ
う
症
に
よ
り
骨
が
も
ろ
く
な

る
と
、
つ
ま
ず
い
て
手
や
肘
を
つ
い
た
、
く
し
ゃ
み
を
し
た
、
な
ど
の

わ
ず
か
な
衝
撃
で
骨
折
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
生
命
を
お
び
や
か
す
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
骨
粗
し
ょ
う
症
に

よ
る
骨
折
か
ら
、
介
護
が
必
要
に
な
って
し
ま
う
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
は
痛
み
な
ど
の
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
多
く
、

定
期
的
に
骨
密
度
検
査
を
受
け
る
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
細
や
か
な

チ
ェッ
ク
が
必
要
で
す
。 

　
骨
粗
し
ょ
う
症
に
よ
り
骨
折
し
や
す
い
部
位
は
、
背
骨
（
脊
椎
椎

体
）、脚
の
付
け
根
（
大
腿
骨
近
位
部
）、手
首
（
橈
骨
：
と
う
こ
つ
）、

腕
の
付
け
根
（
上
腕
骨
）
で
す
。

　

背
骨
が
体
の
重
み
で
押
し
潰
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
「
圧
迫
骨
折
」

と
言
い
、
背
中
や
腰
が
曲
が
る
な
ど
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
圧
迫
骨

折
が
生
じ
て
も
、
単
な
る
腰
痛
と
し
て
見
過
ご
し
て
し
ま
い
、
激
し
い

痛
み
を
感
じ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

１
ヵ
所
骨
折
す
る
と
、
そ
の

周
囲
の
骨
に
も
負
担
が
か
か
り
、
連
鎖
的
な
骨
折
に
つ
な
が
り
や
す
い

た
め
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
重
要
で
す
。

　
大
腿
骨
近
位
部
は
、
骨
折
す
る
と
歩
行
が
困
難
に
な
り
要
介
護
状

態
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
骨
折
部
位
で
す
。 

大
腿
骨
近
位
部
骨

折
の
85
％
は
転
倒
が
直
接
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
骨
粗
し
ょ

う
症
の
治
療
と
と
も
に
転
倒
予
防
も
重
要
で
す
。 

　
骨
粗
し
ょ
う
症
と
健
康
寿
命
の
関
係
は
と
て
も
密
接
で
、
歩
く
こ

と
や
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
体
操
・
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
行
っ

て
骨
や
筋
肉
に
負
荷
を
か
け
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
。 

骨
粗
し
ょ

う
症
を
予
防
し
、
骨
を
健
康
に
保
つ
こ
と
は
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す

こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
四
万
十
町
国
保
大
正
診
療
所

筒
井
崇
・
中
澤
彩
花
・
大
川
剛
史
（
執
筆
）

骨
粗
し
ょ
う
症
の

お
は
な
し
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町のうごき 四万十川の
水質状況

四万十町通信

R439

R381

土佐
大正

至高知市

至 黒潮町

十川

R56

窪川

奥
打
井
川

お

く

う

つ

い

が

わ

（6月30日） 人口 前月比 出生 死亡 転入 転出
男 7,749 ー 11 男 0 11 8 8
女 8,503 ー 11 女 1 6 8 14
計 16,252 ー 22 計 1 17 16 22

世帯数 8,295 ー 5 （6月中の届出）

窪川地域 11,532人　大正地域 2,245人　十和地域 2,475人

適正値（mg/ｌ） 7月12日
リン酸 ≦  1.0 測定範囲以下
硝　酸 ≦  0.5 0.435

アンモニウム ≦  5.0 測定範囲以下
アニオン活性剤 ≦  1.0 測定範囲以下

化学的酸素要求量 ≦ 10.0 0.30
調査：大正（吾川）
資料：四万十高校自然環境部

井
川
地
区
最
終
回
は
奥
打
井
川
で
あ

る
。
打
井
川
抜
水
橋
か
ら
打
井
川
に

沿
っ
て
お
よ
そ
４
km
南
下
し
た
辺
り
か
ら
が

奥
打
井
川
地
区
で
、
南
限
は
黒
潮
町
・
佐

賀
で
あ
る
。
峠
の
向
こ
う
に
太
平
洋
が
見
え

る
。
ま
た
、
南
西
の
峠
を
越
え
て
い
く
と
中

村
・
大
用
（
お
お
ゆ
う
）
へ
と
向
か
う
。
こ

の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
奥
打
井
川
地
区
は
、

昔
か
ら
佐
賀
や
中
村
か
ら
の
商
人
た
ち
が
、

海
産
物
を
は
じ
め
、
様
々
な
物
品
を
持
っ
て

登
っ
て
き
た
。
上
山
郷
へ
商
い
に
向
か
う
た

め
の
重
要
な
ル
ー
ト
の
一
つ
で
あ
っ
た
た
め
、

地
区
に
は
商
人
た
ち
が
泊
ま
る
宿
も
あ
っ

た
。

　

さ
て
、
こ
こ
奥
打
井
川
に
は
た
く
さ
ん
の

神
様
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
産
土
神
は
河
内
神

社
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
別
の
四
社
が
合
祀

さ
れ
て
い
る
。
六
十
余
社
、
大
元
神
社
、
三

寶
大
荒
神
社
、
金
刀
比
羅
神
社
で
あ
る
。
こ

の
四
社
、
近
年
に
な
っ
て
合
祀
さ
れ
た
の
で

あ
る
が
、
実
は
明
治
時
代
に
一
度
、
現
在
の

よ
う
に
合
祀
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時

は
、
四
社
を
同
時
に
合
祀
し
た
の
だ
と
い
う
。

す
る
と
、
そ
の
頃
か
ら
地
区
で
病
人
が
続

出
。「
こ
れ
は
神
様
を
一
度
に
集
め
て
し
ま
っ

た
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
元
の
場
所
に
戻
し
た
そ
う
だ
。
そ

れ
か
ら
時
代
は
流
れ
、
現
代
に
な
っ
て
高
齢

化
が
進
み
、
再
び
合
祀
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
度
は
一
度
に
合
祀
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
一

社
ず
つ
徐
々
に
集
め
る
こ
と
に
。
明
治
時
代

に
一
度
集
合
し
、
一
旦
解
散
。
そ
し
て
近
年

に
な
っ
て
再
び
集
合
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。
た
だ
し
、
大
元
神
社
だ
け
は
「
本
部
」

は
元
の
場
所
に
あ
る
と
い
う
設
定
ら
し
い
。

地
区
の
方
に
そ
の
理
由
を
聞
く
と
「
大
元
さ

ま
が
一
番
え
ら
い
か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
の
四
社
の
他
に
も
、
河
内
神
社
の
境

内
に
は
、
山
の
神
さ
ま
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
だ
あ
る
。
道
文
神
社
で
あ
る
。
鎌
倉

時
代
後
期
、
後
醍
醐
天
皇
と
北
条
氏
の
鎌

倉
幕
府
と
の
間
で
起
き
た
元
弘
の
乱
。
こ
の

時
、
後
醍
醐
天
皇
と
と
も
に
幕
府
方
に
よ
っ

て
捕
ら
え
ら
れ
た
尊
良
親
王
（
た
か
よ
し
し

ん
の
う
）
と
い
う
人
が
い
た
。
後
醍
醐
天
皇

の
息
子
で
あ
る
。
尊
良
親
王
は
捕
縛
さ
れ
た

後
、
土
佐
西
部
へ
流
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の

時
に
、
都
に
残
し
て
来
た
姫
君
を
呼
び
寄
せ

る
た
め
、家
臣
の
秦
武
文
（
は
た
た
け
ふ
み
）

を
派
遣
。
し
か
し
、
姫
君
を
連
れ
て
土
佐
へ

向
か
う
途
中
、
海
賊
に
遭
遇
し
絶
命
。
こ
れ

を
受
け
て
今
度
は
武
文
の
弟
の
道
文
（
み
ち

ふ
み
）
が
都
へ
向
か
う
が
、
道
文
は
こ
の
奥

打
井
川
ま
で
来
た
と
こ
ろ
で
病
に
倒
れ
亡
く

な
っ
て
し
ま
う
。
奥
打
井
川
の
民
が
こ
れ
を

憐
れ
み
、
道
文
を
祀
っ
た
の
が
道
文
（
ど
う

ぶ
ん
）
神
社
で
あ
る
。
神
社
の
境
内
に
小
さ

な
祠
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
が
、こ
れ
は
「
奥

泉
庵
」
と
い
う
お
寺
を
こ
こ
に
移
し
た
も
の

で
、
仏
像
六
体
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
地
区
の
ち
ょ
っ
と
し
た
高
台
に

「
楠
吾
郎
霊
社
」
と
い
う
祠
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
そ
の
昔
、
家
地
川
か
ら
移
り
住
ん
で
こ

の
地
を
切
り
拓
い
た
と
い
う
影
井
楠
吾
郎
と

い
う
人
を
祀
っ
て
い
る
。

　

奥
打
井
川
と
い
う
と
こ
ろ
に
は
、
実
に
多

く
の
逸
話
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
ひ
と
つ
ひ

と
つ
を
紐
解
く
と
、
な
る
ほ
ど
と
膝
を
打
っ

た
り
、
思
わ
ず
吹
き
出
し
て
し
ま
っ
た
り
と
、

当
時
の
村
人
た
ち
の
息
遣
い
が
伝
わ
っ
て
く

る
よ
う
で
あ
る
。

打

河内神社にある神輿。幡多地域で一、二を
争う大きさだという。


